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Abstract: The eutrophication of Omura Bay， Kyushu， during the last ca. 350 years was recon-

structed on the basis of sedimentary facies (mainly grain size)， and dinoflagellate cyst assemblages 

in two cores (99 cm and 74 cm in length， respectively) collected at the center of the bay (st. 1) and 

Tsumizu lnlet (st. 2). 

Sedimentation rates were approximately 2.7mm. year-1 at st. 1 and 2.lmm. year-1 st. 2， as de-

termined by the 210Pb method. The median diameter of core sediment varied from 8.l to 10.3O at 

St. 1， and from 6.8 to 1O.2O at st. 2. 

Dinoflagellate cysts mainly consisted of the Gonyaulacoid Spin俳ritesspp.， Tuberculodinium 
vancampoae， the Protoperidinioid Brigantedinium spp.，防tadiniumcarvum and the Gymnodinioid 
Pheopolykrikos hartmannii. At st. 1， cyst abundance increased at two horizons: around 1800 and 

1900 year depths. Around the 1800 year depth， the autotrophic group composed more than 80% 

in relative frequency. The heterotrophic group began to increase after 1900 and reached a maxi-

mum (48%) in the mid-1950s. At st. 2， cyst assemblages of the lower part were similar to those at 

St. 1， and the heterotrophs also increased around the 1900 year depth and recorded a maximum 

(ca. 80%) at the 1980 year depth. 

These data suggest that before 1900， the water quality of Omura Bay was probably in its nat-

ural oligotrophic condition， that eutrophication began about 1900， and that it accelerated during 

1960s to 1980s. 

Key words: Omura Bay (大村湾)， dinoftagellate cyst (渦鞭毛藻シスト)， eutrophication 

(富栄養化)， heterotrophic species (従属栄養種)， autotrophic species (独立栄養種)

佐世保湾の支湾である大村湾は湾口が非常に狭く，海域の閉鎖度を示す指標の一つである最大

湾奥長/湾口長比が110にもおよび，湾収容量に見合う十分な海水交換がない強閉鎖的内湾である

(Fig. 1参照).さらに，湾中央部では海水の停滞性が著しくなって，懸濁物の沈降堆積が起こり，
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夏季には海底の無酸素化現象によって ，Gymnodinium赤潮を誘起しやすい環境特性が形成されてい

る(飯塚 1976，飯塚・田北 1985).反面この湾では動物プランクトンとして暖流外洋性種や熱帯産

のカイアシ類がよく観察されたり(山田 1957) 植物プランクトンとしては五島灘水との直接交流

がかなり強いことをあらわすような珪藻類の Chaetoceros属が優占的に出現することなど，浮遊生

物群集から見ると外洋的性格を帯びた海湾でもある(飯塚 1973). 

大村湾では1960年代後半になって Gymnodiniummikimotoi Oda ex Kominami et Miyake (=Gymno-

dinium '65年型種)を主とする赤潮が発生し，また 1970年代になって時津湾や津水湾などの各支湾

奥部で，Ceratium furca (Ehrenberg) Claparooe et Lachmann， Prorocentrum micans Ehrenberg， Gym. miki-

motoi， Prorocentrum sp.， Eutreptiella sp.など，渦鞭毛藻類を中心とした局部的な赤潮が多発するよう

になった(飯塚 1976).1970年代に各支湾で局部的赤潮が頻発するようになった主原因は汚濁負荷

が増大し，富栄養化が進行したことにあると推察されている(飯塚 1976).

しかし人為的負荷が増加する以前からどのようにして富栄養化が進行してきたのかをとどめた

現場での観測記録はないため，本研究では過去の記録を残している堆積物の時系列分析から，環

境変遷過程を明らかにすることを目的とした.Dale (1985)やMatsuoka(1994)は海水温，塩分，栄養

塩濃度などの海域の水質と渦鞭毛藻群集に関連が認められることから 海底堆積物中の渦鞭毛藻

シスト分析が過去の堆積域の環境推定に適用可能であること，またAnderson& Morel (1979)は赤潮

原因種のシストが次期の増殖に際して 赤潮のたね(種)と成りうる可能性も指摘している.さ

らに日本沿岸に産する渦鞭毛藻シストに関しては小林 (1982) 松岡(1982) 小林ほか(1986)が

水質環境と赤潮発生に関する基礎研究として，あるいは表層堆積物中の渦鞭毛藻シスト分布につ

いて報告している.以上のような背景をもとに本研究では過去約350年間の記録を包含している海

底堆積物中の渦鞭毛藻シスト群集解析と，堆積物の粒度分析結果から大村湾の環境変遷，とくに

富栄養化による水質環境の変遷過程を明らかにすることを試みた.

材料および方法

柱状試料は1994年10月14日にコアーサンプラー(チューフ、、内径約80mm) を用いて，大村湾中

央の最深部である st.1 (32054'N， 129050'E水深21m) と 湾南東奥部に位置し 海水交換が行われ

にくく，しかも最近になって湾岸の人口が増加し，汚濁が進行している津水湾の st.2 (32050'N， 

129058'E，水深10m)でダイパーの潜水によって各2本ずつ採取した (Fig.1). st. 1で、は99cmの， st. 

2では74cmの柱状試料を採取した.

堆積物の平均堆積速度は放射性鉛(2lOPb)の減衰状態を測定することによって求められる.

210Pbは半減期が22.2年で，測定しうる年代範囲は数年から百数十年の聞となるため，外洋域に比べ

て堆積物量の多い大村湾底泥の堆積速度測定に適用した.実際の測定はst.1では堆積物表面より

2-4， 8-10， 14-16， 24-26， 38-40， 58-60cmの深度から、 st.2では2-4，8-10， 14-16， 24-26， 44-46， 54-56cm 

の深度から採取した試料の210Pbの減衰率測定をテレダインアイソトープ社に依頼した.

各柱状試料の上部表面から 5cm間隔に区分し それぞれの試料について粒度分析および渦鞭毛

藻シスト分析を行った.ただし 赤潮が多発しはじめた 1960年代頃から現在までの水質変遷を把

握するために， Ocm-10cmの範囲は1cm間隔で、試料を採取し，その15個の試料については渦鞭毛藻

シスト分析のみ行った.
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粒度分析

OMURA BA Y 

Omura Bay 

st. 1 • グ

Fig. 1. Sampling stations 

in Omura Bay. 

大村湾の表層堆積物の粒度組成はすでに鎌田(まか (1980) によって明らかにされている.それに

よると大村湾の底質は全体的にMd<8Oの粘土質の細粒堆積物により構成されている.今回採取し

た柱状試料を肉眼で観察した結果も 最下部まで細粒堆積物であることが判明したので粒度分析

には沈降法(ピペット法)(Mcmanus 1988) を採用した.方法は次の通りである.

ビーカーに 10--15gの堆積物試料を入れ，さらに蒸留水と 20mlの分散剤(二リン酸ナトリウム)

を加え IIに定容し，約5分間超音波をかけ堆積物粒子をよく分散させて IIのメスシリンダーに入れ

る. Stoke式を用いて計算された各温度，媒質条件卜での堆積粒子の沈降時間に従って水面下10cm

から 20mlの試料を採取した後，各試料を乾燥し 重さを計った.メスシリンダーに残った試料は

目合63μmのステンレス製簡にかけて砂を分離し，凝集剤(硫酸アルミニウム)を入れ凝集し，乾

燥後重さを計った.また分離した砂は乾燥し目合 2，-1， 0， 1， 2， 3， 4Oの舗にかけ，各簡の上に残っ

た砂の重さを計った.

渦鞭毛藻シス卜の分析と観察

シスト観察用試料の精製は下記のMatsuokaet al. (1989)の方法に従った.

堆積物試料2mlを100mlの耐薬品性の樹脂製ビーカーに入れ，約10%のHClを約30ml加えて炭酸

カルシウム粒子を，さらに約20%のHF約20mlを用いて珪酸質粒子を除去し，目合125μmおよび

20μmのステンレス製の簡にかけ，観察には20μmの飾上に残った試料を用いた，この試料は全体
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がlOmlになるように蒸留水を加えて濃縮精製試料とした.濃縮試料は十分撹持した後， 1.0mlを界

線入計数板に移し，蒸留水を1.0-1.5ml加えて希釈し，倒立型光学顕微鏡 (OlympusIMT-2)や正立

型光学顕微鏡 (NikonAFX-IIA)下でシストの同定および計数を行った.

結 果

1 )堆積速度と堆積物の年代

210Pb測定によって求めた平均堆積速度はst.1で、2.7mm . year-1， st. 2で2.1mm . year-1であり，両

地点間で少し異なっていた.両地点、の分析結果を比較しやすくするため，各グラフ (Fig.2， 3， 4) 

の縦軸には柱状試料表面からの深度および平均堆積速度から換算した堆積物の年代を示した.

なお得られた平均堆積速度に基づいて計算すると， st. 1の最下部の試料は約352年前， st. 2の最

下部の試料は約358年前となる.

一般に内湾や浅海域の堆積物表層は底生生物による撹祥を受け また波浪や底層流による物理

的混合や底曳網漁業による人為的混合が考えられる.今回採取した両地点、の柱状試料の観察から

は，表面下約5cm(年代にして約20年間)まで底棲生物によると思われる径2-5mmほどの管状構

造が認められたことから この部分は生物による撹持を受けている可能性がある.

2)粒度組成

st. 1の粒度組成は柱状試料全体を通して，粘土が約53-81%，シルトが18-43%占め，砂は5%以

下と低かった.中央粒径値 (Mediandiameter， Md) は8.1-10.3ゆで極細粒シルトから粘土であった

(Fig. 2). 1864年頃にはシルトが43%，粘土は53%で中央粒径値は8.1ctであったが，表面 (1994年

頃)では粘土が81%まで増加し，中央粒径値は10.3ctであった.

st. 2の粒度組成は粘土が12-92%，シルトも ι81%を占め，柱状試料全体を通してその変動幅が

大きかった.また，砂の割合も最大約9%にまで達した.中央粒径値は6.8--10.1ctであった (Fig.2). 

1730年頃の粘土の割合は約12%，シルトは約81%で中央粒径値は6.8ctでやや粗かったが， 1875年

頃には粘土の割合が92%まで増加し，中央粒径値は10.1ctであった.
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Fig. 2. Grain-size distribution (A) and median diameter (B) at sts. 1 and 2 in Omura Bay. 
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3)渦鞭毛藻シス卜群集組成

渦鞭毛藻は現生と化石の各々について個別に研究が進められてきた.すなわち，生層位学や古

環境解析の分野において 渦鞭毛藻化石が一つの道具として用いられ 化石種にも現生種とは異

なった独自の分類体系が確立されている (Reid1974，松岡 1981，Dale 1983) .そのため，現生の遊泳

期細胞と休眠期細胞(シスト，化石種)に与えられた学名が異なり，単一の生物種に異なった二

つの学名が存在することになった.本報ではシスト名の表記は古生物学的記載・命名に基づく

(例えば松岡 1995) が，遊泳細胞名を用いるときには*印を学名の後につけた.

今回採取した柱状試料は平均堆積速度から計算すると 過去約350年間の堆積物であった.その

堆積物から出現した渦鞭毛藻シストを観察した結果 渦鞭毛藻シスト群集組成にいくつかの変化

が認められた.即ち年代の経過とともに優占種の変化が見られたり シスト個体数や種数の増減

が見られた (Fig.4， Tables 1， 2参照). 

出現した渦鞭毛藻シストは独立栄養種群としてGonyaulacoid類のSpin併rites属，Protoceratium*属，

Lingulodinium*属 ，Tuberculodinium属， Calciodineloid類， Gymnodinioid類のPheopolykrikoshartman-

nii*(Zimmermann) Matsuoka et Fukuyo， Cochlodinium*属 ，Gymnodinium*属などが，従属栄養種群と

して Protoperidinioid類のBrigantedini仰 t属 ，Selenopemphix属 ，Stelladinium属，防tadinium属 ，Pro-

toperidinium*属，Xandarodinium属， Diplopsaloid類のDiPlopsalis*属，Diplopelta*属，Dubridinium属，

Gymnodinioid類のおかかikos*属などであった (VanDen Hook et al. 1995，松岡 1995). 

Protoperidinium* spp.のシストは背腹面が丸みをおびた菱形 (Fig.5 a， b) と偽横溝の突出が比較的

小さい卵形 (Fig.5 c， d)の二つのタイプが観察された.これらはこれまでに記載がなく，またそれ

ぞれ別種と思われたが，その確認には今後の発芽培養実験に待たねばならない.この二つのタイ

プのシストはst.1では 1900年頃(柱状試料表層から -25cm) から表層部まで， st. 2では1920年頃

(柱状試料表層から -15cm) から表層部までの試料から観察された.

St. 1の各層準における渦鞭毛藻のシスト数は 980-3220cells . cm ~3の範囲にあり，平均で

1835 cells . cm ~3 ，出現種数は 22-36種であった. st. 2でのシスト個体数は375-1700cells . cm ~3 で，平

均で1046cells'cm~3 ，確認した種数は 20-29種であった (Fig. 3). 平均シスト数はst.1がst.2の約

l.7倍であった.しかし シストの種構成には大きい遣いはなかった.

St. 1では 1640年頃から 1700年代末頃までのシスト個体数は1980-2640cells . cm ~3でほぼ一定であ

ったが， 1800年代はじめ頃には 3060cells . cm ~3 まで増加した.しかし， 1840年頃には 1400cells'

cm~3 まで減少し，再び 1900年頃から増加傾向を示した (Fig. 3). このように 1800年代はじめ頃と

1900年頃にシスト個体数の増加が見られた. 1800年代はじめ頃には独立栄養種群が総シスト数の約

80%以上を占め，従属栄養種群の割合は低かった.これとは対照的に 1900年頃のシスト数増加時

には従属栄養種群の割合が増加し，およそ 60%にまで達した (Fig.4A). 

St. 2では 1982年頃のシスト数は柱状試料全体を通して最低の 375cells . cm ~3で，平均値の

1046 cells . cm ~3 を大きく下回った.さらに 1900年頃からは従属栄養種群の割合が顕著に増加しは

じめ， 1984年頃には約79%に達した (Fig.4B). 

両地点ともに従属栄養種群は 1600年代から 1840年頃までの間 約5-25%の占有率であったが，

1900年頃から増加しはじめ， st. 1では48%まで，特にst.2では最高約79%にまで増加した (Fig.4). 

両地点、とも， 1950年代以降シス卜数に大幅な増減があるにもかかわらず，従属栄養種群はst.1では

その変動幅が33-48%でほぼ一定であり st. 2でも 1984年頃まで従属栄養種群がやや増加するもの

の， 1989年頃から 1994年頃の間ではわずかな減少傾向を見せた.

両地点、ともに柱状試料全体を通して， Gonyaulacoid類のSpin約rites属(渦鞭毛藻シスト群集中の



Table 1. Numbers (cysts/cm3) and relative abundance of dinoflagellate cysts加 thecore at st. 1 in Omura Bay 
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Table 2. Numbers (cystslcm3) and relative abundance of dinoflagellate cysts in the core at st. 2 in Omura Bay 
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Fig. 5. Cyst of Protoperi-
dinium spp. (a，b; Proto戸erz-
dinium sp. A， c，d; Protoperi-
dinium sp. B) a; optical cross 
section of lateral view， show-匂

ing well developed paracin-

gulum， b; ventral surface， 

showing parasulcus， c; 

oblque lateral view， d; 

oblique apical view， showing 

arcehopyle. 

scale bar: 10μm 

占有率で平均約25%)， Tuberculodinium vancampoae (Rossignol) Wall (約17%)，Protoperodinioid類の

Brigantedinium属(約8%)や防加diniumcarvum Reid (約4%にまたGymnodinioid類のPheopoly般的05

hartmannii* (約9%) などが多く出現した (Tables1， 2) . 

考察

1 )堆積速度と粒度組成

210Pb測定によって求めた平均堆積速度はst.1で2.7mm . year-1， st. 2で2.1mm . year-1であった.

これらの値は閉鎖系内湾とされる東京湾奥部での9.7-11mm' year-1 (松本・横田 1977)，大阪湾で

の5.8mm . year-J ，瀬戸内海での 3.7-3.9mm'year-1 (松本・横田 1980) と比較すると小さい.その

理由は大村湾では流入する河川が小規模で，搬入される堆積物の量が少ないこと，また比較的生

産性が低いため珪藻殻などの堆積量が少ないことによると考えられる.

st. 1では粒度分析の結果， 1800年以前は砂粒成分の割合が1.0%以下であったが， 1840年頃から

増加しはじめ 1950年頃には最高値の4.4%を占めた.この値の変化は1840年頃から河川|から流入さ

れる堆積物量が増加したこと 即ち有機物質の流入量が増加したことを反映している可能性があ

る.これは 1840年頃シスト個体数が急激に減少し 従属栄養種群が増加しはじめたことからも支

持される.

st. 2では表層部を除いた試料全体で砂粒成分が 1.5-8.5%の割合を占め また粘土成分も

12.3-92.3%の問で変化し， st. 1に比べて変動幅が大きい.さらに，中央粒径値も st.1での8.1-10.3lt

に対し， st. 2では6.8-1O.1ltで， st. 1に比べてst.2の方がやや粗い.これはst.2のほうがst.1より河

口(東大川，西大川，喜々津川など)に近いことを反映しているのであろう.

2)渦鞭毛藻シスト群集

赤潮の原凶となるような異常増殖を行う植物プランクトンは2つの群に区分できる.一群は珪藻
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類や珪質鞭毛藻類で 他の群は渦鞭毛藻やラフィド藻である.日本のような花両岩質岩石を主体

とする地質環境では一般的に沿岸水にケイ酸塩 リン酸塩 硝酸塩など多量の栄養塩が含まれて

いる(高橋ほか1996a).多量の栄養塩を含む河川水が多く流入し かっ海水撹枠の顕著な沿岸海域

では先ず，温度， pH，塩分などに広い適応力を有する珪藻類が増殖し，その結果海水中のケイ酸

塩が消量される.その欠乏は珪藻増殖の制限要因となる.しかし他の栄養塩が残っていればそれ

らを利用して第二群である渦鞭毛藻やラフィド藻が増殖することになる.高橋ほか (1996b) によ

ると，珪藻など植物プランクトンの増殖にともなってその細胞から分泌される溶存態有機物が海

水中に増加し，その溶存態有機物を利用して従属栄養細菌が増殖する.珪藻や従属栄養細菌は従

属栄養型渦鞭毛藻に捕食されることが知られている.すなわち Gaines& Taylor (1984)やJacobson& 

Anderson (1986)はProtoperidinium*属 ，Oblea'"ミ属，Zygabikodinium*属などの従属栄養型渦鞭毛藻が，

Coscinodiscus属のような単体性のみならず、Cheatoceros属やSkeletonema属などの群体性の珪藻類を捕

食することを報告し， Lessard & Swift (1985)は従属栄養性渦鞭毛藻がバクテリアの捕食者であるこ

とを明らかにしている.

以上に述べたことから 河川水が多く流入する内湾・沿岸海域の海水中にはケイ酸塩をはじめ

とする栄養塩が多く含まれており 温度や照度などの物理的環境条件がよければ先ず珪藻類が増

殖し，さらに珪藻などの植物プランクトン細胞から分泌される溶存態有機物を利用してバクテリ

アが増殖し，ついで、珪藻類やバクテリアなどを捕食する従属栄養型渦鞭毛藻が増殖する過程が想

定される.したがって堆積物中に従属栄養型の渦鞭毛藻シストが増加することは，前段階で従属

栄養型渦鞭毛藻の捕食物である珪藻類などの増殖を反映しており それはその海域での栄養塩類

の増加による富栄養化を示唆しているとみなしてよいであろう.

今回分析に用いた大村湾の過去約350年間の柱状試料中に含まれている渦鞭毛藻シストの種類

は，これまで、Mastuoka(1984) や小林ほか(1986) によって報告された長崎湾や大村湾など対馬暖

流沿岸域の表層堆積物から出現する種類とほとんど同じであった (Table1， 2) .しかし，今回st.1 

とst.2の柱状試料からは ，Protoperidinium* spp.とGymnodiniumcatenatum*が検出された.Protoperi-

dinium* spp.はst.1では1900年頃から， st. 2では1920年頃から 1994年頃に至るまでの試料から観察

され，特に st.1の1955年頃には260cells'cm-3もの多量のシストが存在した. しかしそれ以深の試

料からは全く出現していない.Protoperidinium* spp.が1900年代はじめから出現しはじめ， 1955年

頃に最高値を占めるようになったことはこの時期に従属栄養種である Protoperidinium'ドspp.の遊泳

細胞が増殖するのに適切な環境条件になったこと すなわち前述のように多量の栄養塩類の流入

によってProtoperidinium*spp.遊泳細胞の捕食物となる珪藻類やバクテリアなどが増殖する，いわ

ゆる富栄養化が始まっていたことが考えられる.

Gym. catenatum*はマヒ性貝毒原因種であり，日本でも山口県仙崎湾では本種による員毒が発生

している Okedaet al. 1989). 本種は飯塚 (1974) により大村湾からプランクトンとして発見され，

Gymnodinium A5と仮称されていた.本種のシストが柱状試料下部 (1600年代)から検出されたこ

とは，本種が他海域から人為的に侵入してきた帰化種ではなく在来種であることを強く示唆して

L 、る.

1800年代はじめ，シスト個体数はst.2で最高の 1700cells . cm -3， st. 1では3060cells . cm -3まで増

加し，さらにst.1では種数も最高の36種まで増加した.この時，独立栄養種群はst.1で83%，st. 2 

で85%の高い割合を占めた.これは独立栄養種群のシストは海水温や塩分などの比較的安定した

海洋環境から多産するという Har1and(1988) や松岡 (1992) の指摘から，この年代の大村湾は安

定した環境が継続していたものと推察される.
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st. 1では1840年頃にシス卜個体数が約1400cells . cm-3まで急激に減少し その後1900年代頃から

1994年頃にかけて増加した.さらにシスト個体数が急激に減少した 1840年頃から従属栄養種群は

増加しはじめ， 1960年頃には最高値の48%まで増加し それ以降1994年頃の33%に至るまではほ

ぼ一定であった. 1840年頃シスト個体数が急激に減少したのは 構成種には大きい変化がないこと

から堆積物の供給量が増大したことが要因であると考えられる.さらにこの時に，堆積物供給量

の増大による有機物の増加など，不安定な環境の出現を反映するように従属栄養種群シストの割

合がやや増加していた.

st. 2では全体を通して， st. 1のような目立つシスト個体数の増減はなく，ほぼ一定であったが，

1982年頃のシスト個体数は柱状試料全体を通 Lて最低値の 375cells . cm-3で 平均値の 1046cells・

cm-3を大きく下回った.これは1982年7月の長崎豪雨により 河川|から流入した多量の堆積物によ

ってシスト量が希釈された可能性がある.また，従属栄養種群の割合は1875年頃の7%から増加し

続け， 1994年頃には63%を占めるに至った.大村湾の場合 過去およそ 400年間には大規模な沿岸

地形の変化や流系の変化は考えられないので 従属栄養種群の増大は珪藻やバクテリアなどの増

加によって示される富栄養化を反映していると考えられる.また 1960年頃以降現在(1994年頃)

に至るまで従属栄養種群が占める割合がst.1より大きい.これはst.2が大村湾の中でも南東の奥部

に位置し，海水交換が行われにくく，さらに最近湾岸の人口増加に伴う河川|からの流入負荷物質

の増加などによる影響をより強く受けて 富栄養化がさらに進行していることの反映であろう.

本研究では大村湾での富栄養化による水質環境汚染の過程を 渦鞭毛藻シスト群集変化から推

定することを試みたが，松岡 (1995) は横浜港の柱状試料中の渦鞭毛藻シスト群集変化から環境変

遷過程を明らかにした.横浜港の場合は 1970年代からシスト個体数の減少や従属栄養種群シスト

の増加などが見られ，経済高度成長期に伴う周辺地域の都市化の進行による沿岸域の環境変化過

程が推測されている.

3)大村湾の水質環境変遷

CODによって示される大村湾の水質は1976年から環境基準をこえ， 1986年頃まで悪化傾向を示

した後，約5年間はほぼ一定であったが， 1993年には最高値の 3.4ppmを記録した(香月・松尾

1994，長崎県環境白書1994). 長崎県水産試験場事業報告 (1948-1995年)によると大村湾での赤潮

発生件数は 1960年代から増加しはじめ， 1980年をピークに減少の傾向を示し， 1995年時点では

1980年の1/4程度まで減少した.

本研究で、st.1とst.2ともに 1600年代から 1840年頃までの間 従属栄養種群シストは約5-25%の

割合であった. しかし， 1900年頃から従属栄養種群が増加しはじめ， st. 2では最高約79%を， st. 1 

では約60%を占めるに至った (Fig.5). このことから大村湾では 1900年頃から富栄養化に伴う水

質汚濁が深刻化しはじめ， 1960年代から 1980年代の問で最も進行したと考えられる.さらに従属

栄養種群の割合から見て， st. 1より st.2のほうが人口密集域に近くその影響を受けていることも推

測できる.これは原ほか(1992) が明らかにした大村湾の従属栄養細菌数が 1.2x102-7.8x 104 cells・

ml-1で，吉田 (1983) の従属栄養細菌数による海域の栄養階級区分にあてはめると，大村湾は富栄

養水域から過栄養水域に相当し，特に大村湾の中でも津水湾での従属栄養細菌数が1.3x104-7.8x 

104 cells . ml一lで最も高くなったことからも支持される.

しかし， st. 1とst.2ともに 1980年代末頃から 1994年頃に至るまでの間，従属栄養種群シストは減

少傾向を見せた.この間の堆積物は前述のように生物撹枠を受けている可能性があるために詳細

に年代を追って考察するには無理があるかもしれないが ある L川まこれは最近海洋環境汚染に関
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する感心が高まり.海洋汚染の原因となる負荷物質の規制が反映されていることも考えられる.

今後も観察を続けて大村湾の水質変化動向を把握することが必要であろう.
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